
5月31日(水)、国土交通省航空局の平井 一彦(ひらい かずひこ)安全部長
に対し、機内での盗撮を全国一律の基準で厳格に対処できる「撮影罪」
が国会で審議されていることを踏まえ、法案成立時に客室乗務員が毅然
と対応できるよう、航空局として旅客に対する周知徹底や、警察との
連携強化を要請しました。
平井部長からは「客室乗務員は安全を守る重要な保安要員であり、

その業務を妨げることがあってはならない。警察や事業者とも連携し、
旅客への周知や法施行後の対応を検討したい。」との認識が示されまし
た。今後も国会の審議状況を注視するとともに、確実な法案の成立と
その後の適切な施行をめざして取り組みを進めていきます。
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※撮影時のみマスクを外しています。

機内盗撮・カスハラの根絶に向けて 第９弾

左から）平井 航空局安全部長、内藤 航空連合会長、皆川 副事務局長
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